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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞
・上神田　實様～排尿量少ない為、本日から3日間点滴2本施行指示となる。夜間の不眠ある為、本日のvds～クエチアピン（50）1T/4日分追加処方となっている。
・赤見内　君子様～排便―3日目。IFオーダー無い為、馬渡Dr報告。センナリド2T処方となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施している。シーツになぞり書きしており、説明にも疎通取れずにいる。食事中も集中できず、各食1/2摂取で終えている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。9：00時間隔離終了。余暇時はホールで過ごしているが、シャドーボクシングしており、眼光の鋭さも続いている。声掛けには聞き入れ出来ている。他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放中は奇声をあげ、ホール内徘徊している。他者より怒鳴られる事あるが、トラブルにはならず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・神田　直樹様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施。開放中はホールで読書している。疎通も摂れ、対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～深夜帯　体温37.4～37.2℃。日勤帯37.0℃。他、バイタル異常は無い。食事も自力で全量摂取している。全身蒼白は持続している。腰痛の訴えは無い。
・高屋敷　良子様～深夜5時、酸素飽和度99％にて酸素2Ⅼ→1Ⅼへ減量していた。9：30酸素飽和度88％。呼吸苦の訴え聞かれ、酸素2Ⅼへ増量し、ベット挙上している。以後、酸素飽和度95～96％で経過している。末梢の冷感は続いている。疎通は良好。
・越後　京子様～声掛けに疎通は良好。妄想発言は無い。夜間の睡眠もとれている。
・逸見　正浩様～食事は全量摂取出来、夜間の睡眠もとれている。他者トラブル無く経過。
・松村　博美様～難聴の為、説明にも理解するのに時間を要している。妄想発言無く、入浴時も自立出来ている。食事も全量摂取され、夜間の睡眠もとれている。
・泉山　紀子様～隠れ飲水見られ、介入要している。意識消失は無い。詰所に入ってこようとするため、都度、介入要している。
・大山　広美様～入院時より体温37℃台で経過。本日10：00体温37.7℃。クーリングは拒否している。手指の振戦は持続している。血圧の高値（161/78mmhg
＜措置入院患者様情報＞

・藤井　崇史様～妄想発言聞かれ、シャドーボクシングしたりと、気分高揚あるがトラブルなく経過している。
